
第３回ブランド専門部会 

 

日時 平成28年８月31日 19:30～ 

場所 あわら市役所 102会議室 

 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

 

２ 部会長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

（１） 前回会議のおさらい 

 

 

 

（２） グループワーク 

 

 

 

（３） シンボルマーク決定プロセスについて 

 

 

 

（４） 今後の予定について 

 

 

 

４ 閉会 



（敬称略）

区　分 役　職 氏　名 備　考

市民 五十嵐　　　平 部会長・馬場区

市民 江　畑　将　享 中浜区

市民 奥　中　秀　尚 中番区

市民 笹　岡　太久磨 新富区

市民 吉　田　知　奈 十日区

福井工業大学（建築土木工学科） 准教授 下　川　　　勇

あわら市 課長補佐 藤　田　由　紀 政策課

あわら市 主　事 松　本　智　美 子育て支援課

あわら市 主　事 西　田　浩　也 総務課

あわら市 主　事 堀　川　由　貴 観光商工課

あわら市 主　事 中　島　綾　一 農林水産課

オブザーバー （敬称略）

菱　田　和　宏

新　島　　　宏

渡　辺　智　典

山　中　貴　裕

事務局

課　長 小　嶋　範　久

課長補佐 山　口　功　治

主　査 赤　神　貴　幸

ブランド専門部会員名簿

㈱大広

㈱大広

㈱大広北陸

あわら市総務部政策課

うたみな
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2016年8月31日

［あわら市地域ブランド創出事業］
ブランド専門部会
～第3回専門部会・配布資料～
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第2回ブランド専門部会 内容

1. 19:30～19:45 前回の振り返り、本日の内容について

2. 19:45～20:15 3班に分かれてグループワーク

3. 20:15～21:00 グループワーク発表（1班あたり発表10分、質疑5分）

4. 21:00～21:20 全体まとめ

5. 21:20～21:30 シンボルマーク決定プロセスについて

6. 21:30～21:40 次回9/6までの宿題、今後のスケジュール
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2～4.グループワーク
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グループディスカッション内容

［決め方］
• 専門部会のメンバーを3班に分けてグループディスカッションをします。
• グループディスカッションでは、下記を材料に、グループごとにこれまでの専門部会と同様に、あわらの「誇りや宝」・あわら市民の思う
「幸せを実感できるまち」をもとに、あわら市はどのように思われたいのかを整理していきます。

①あわらの未来づくりアンケート
②平成27年度あわら市民アンケート
③第1回専門部会での議論内容
④第2回専門部会での議論内容
⑤前回宿題1「第1回、第2回の専門部会で抽出されたキーワードは、本当にあわららしさを表せているのか」
⑥前回宿題2「他のまちと比べてあわらのよいところ、その理由のヒアリング」

［グループディスカッションの方法］
1.上記①～⑤の内容を材料に、ピックアップすべき具体的な内容を小
さいポストイットに、それらを包括するより大きな（抽象的な）
価値観を大きいポストイットに貼って、整理していってください。
2.グループワークを30分、その後発表を各班ごとに15分（発表10分、
質疑5分）でしていただきます。
3.本日、最終的に3つのキーワードマップができますので、それをもとに
総括のディスカッションをしていきます。

アンケートなどは、回答が多いからと言って必ずしも重要なわけではありません。キーワード自体の質を評価してください。重要



page.4

All Rights Reserved. Copyright © 株式会社 大広 2016

［材料1］あわらの未来づくりアンケート
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［材料1］あわらの未来づくりアンケート 結果

温泉 温泉 743
足湯・芦湯 61
旅館 40

845 芦原芸妓 1
食べもの 美味しい食べ物、野菜・果物 217

トマト、越のルビー 120
メロン 41
サツマイモとみつ金時 38
米 33
特産品・名産品 29
スイカ 28
柿 21
カニ 21
海の幸 16
梨 12
ソースかつ丼 8

590 そば 6
自然 自然・空気・水 320

東尋坊 10
レジャー 9
花菖蒲・水仙 8
刈安山 6
陰徳の松 2

357 剣ヶ岳 2
レジャー 北潟湖・湖畔公園 89
文化 ちはやふる・かるた 66
観光 創作の森 56

カヌー 27
アイリスブリッジ 16
駅・新幹線 14
屋台村 11

288 風車 9
環境 人柄・環境 118

Q1．あわらの「誇り・宝、オンリーワン」
自然 413 自然・動物 413
子ども 399 子ども・若者 244
高齢者 高齢者 93
女性 子育て支援制度・市の制度 56

福祉 4
女性が輝ける 2

人 368 人柄・環境 216
多くの人、みんな、多世代、家族、つながり 132
優しい、親切、温かみ 19
人と人が出会える場所がある 1

利便性 359 施設 151 商業施設・買い物 126
病院 25

交通 162 町並・道路 121
交通の便 41

現代的 35 都会・近代的 23
電波状況 10
コンパクトシティ 1
おしゃれ 1

便利 11 便利 11
安全 176 防災・安全 176
余暇 159 イベント・観光、温泉 80

公園・遊べる場所 79
活気 140 明るい、元気、活気、笑顔 92
にぎやか 楽しい、にぎやか 46

新しい発見 2
食 60 食 60
のびのび 38 暮らしやすい、のびのび 23
健康 健康 9

きれい 6
労働 36 働く場所・企業 33

農業 3
癒し 33 癒し、のどか、リラックス、安らぎ 25
リラックス 静か 8
伝統 17 伝統文化・歴史 17
独自性 3 オンリーワン 3
今のまま 8 今のまま 8
その他 95

Q2．幸せを実感できるまち

288 風車 9
環境 人柄・環境 118

店舗・施設 52
子育て環境・制度 34
田畑 28
産業 8
家族 4

246 あわら市 2
歴史 蓮如の里 30

歴史・文化 26
吉崎御坊 20
藤野源九郎記念館 13
寺社仏閣 10
鬼瓦 4

105 千束一里塚 2
祭り 金津祭り 48

祭・イベント 19
85 湯かけ祭り 18
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［材料2］平成27年度あわら市民アンケート 「誇れるもの・自慢できるもの」

（2016.2～5実施）
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［材料3］第1回専門部会・・・部会員のアンケート回答をもとにしたワークショップ（Q1・Q2）

温泉
数十種の泉質

創作
ものづくり

鬼瓦
宮谷石

なんでも
おいしい

おいしい
農産物

♨
フルーツ
農業

風景
子育て
環境

田園に
沈む夕日
夕焼け

金津祭

選び放題
・レジャー
・やさい
・交通

普通
ふだんの
レベルが高い

カヌー

藤野源九郎
（魯迅の先生）

竹田川から
北前船
産品を運ぶ

笑顔あふれる
まち

地域のみなさん
眠りの街
レジャーをして
温泉で休む

“ふつう”が
心地いい
静・休・眠

気持ちの
余裕が
見えるまち

山・川・海・湖・温泉
（温泉も自然）

70の源泉

タレント泊
ex:嵐、 福山

石原裕次郎：べにや
宮内庁：開花亭

余暇時間
ゆったり

近所の人と
子育て、協力

ゴハンは実家

安心安全

近所かおすそわけ
農作物・魚

待機児童ナシ

3世代同居

やさい さかな
（地元のもの）
近所からくれる

家の土地広い

セキュリティシス
テムいらず

自分の居場所
つくりやすい
（ひとりの時間）

美しい
田園

金津：シャイ
芦原：あそび人

優良企業
多い

（観光だけじゃない）

釜ゆで
こうなご

ピクニック
コーン

メロン・スイカ・
さつまいも・梨

女性も
働きやすい

特急止まる
高速道路も

選択できる

これがあるから
若者が残りたい
“太鼓の山車”

人とのつながり
地域活動参加率
100%
近所づきあい

交通便利だけど
海・山・森・湖も
自然いっぱい

丘陵
イギリスの風景
独特の地

いつも違う空

雑草がない

ふつう・ふだんの
暮らしが“上質” 何もないけど

“幸せ”だと思える
（死ぬ時とかに）

地平線に
沈む夕日

アンケートの
回答

その理由や
意見

笑顔

つながり

自然

美しい風景

質の高い、ふつう

余裕・ゆとり

温泉地

余暇・レジャー

フルーツ・農作物

豊かな食生活
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［材料4］. 第2回専門部会・・・ 「素朴さ」「人情」「優しさ」「温かさ」 からのワークショップ

大きな家族
ギスギスしない
きもちのゆとり
おおらか

（自分のことだけじゃない）

「嫌」と言えない
断りベタ

自分たちで
できることは
自分でやる

（市役所の仕事も市民が）

方言

「へんにょま」
ひるね

「へんねま」

つながりがある
みんながつながってる
人情

人と人のつながり
大切にする

みんなで
子育て
友人とか親せき

地元の人が
「おかえり」

おばあちゃんに
助けてくれた
水とかアメとかくれた

農業（営農集団）
ささえあってる

小学校区
8区

金津
金津地区市民
みんなが何カ月も
前から準備
（名物おやじ）

運動会とか

野菜をあげたり
があがりまえ

喜び

やさいを
おすそわけ

家の草を
近所の人が
きれいに
（言わない）

人を思う心
さりげなく協力的

嘘をつかなそう
安心感

S31
あわら大火
↓

消防取り組が
つながり固い

人と人のつながり
強い

選挙で
「ごくろうさま」

あいさつ
「かたいけの」
言葉ににじみ
でてる

誰にでも
あいさつ

クラスの人数少ない

子どもが
子どもらしい

畑の作物
みんなで
シェア

おぼこい
（素ぼく）

温

や

や

人

人

や

や

温
温

そ

温

そ

温

市 区 斑

アンケートの
回答

そ

人

や

温

やさしさ素朴さ

人情 温かさ

大きな家族
市民中が知り合い
（の知り合い）

市民同士のつながりが近い

おおらか
気持ちにゆとり
ギスギスしてない

自分のことだけを
考えていない
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［材料5］第3回ブランド専門部会までの宿題 その1

第1回、第2回の専門部会で抽出されたキーワードのうち、抽象的なものについて、ご家族、親戚、友人などと、本当に
あわららしさを表せているのか、話し合ってみてください。
また、帰省されているご家族・親戚・友人に、他のまちと比べてあわらのよいところ、その理由を、聞いてみてください。

第1回・・・「笑顔」 「つながり」 「質の高い、ふつう」 「余裕・ゆとり」
第2回・・・「 」 「 」 「 」 「 」

他のまちと比べて、あわらのよいところ、その理由

各班でのグループディスカッションでお使いください

1.
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［材料6］第3回ブランド専門部会までの宿題 その2

「あわらの未来づくりアンケート」が既に632件の回答がありました。その集計結果が下記です。
自由回答そのもの（A3別紙資料）もお渡ししますので、その中から気になるキーワードをピックアップしてください。2.

自由回答に書かれている気になるキーワード

各班でのグループディスカッションでお使いください
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参考.他自治体のブランディング事例
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［事例1］大分県

シンボルマーク

スローガン

キャッチコピー 日本一の温泉で、世界のみんなを沸かせたい。

ステートメント 大分県は豊かな天然資源に恵まれています。その代々の恩恵は、火山活動が生み出した日本
一の源泉数と湧出量を誇る温泉です。泉質も豊富で、炭酸泉や泥湯、冷泉など個性あふれる
バラエティ豊かな温泉が揃っています。

ゆっくり温泉に浸かって日常を忘れてみませんか。温泉が好きな方、リフレッシュしたい方、きれい
になりたい方、のんびりしたい方、友達や恋人、家族とほっこりしたい方、そんな皆さんをおんせん県
おおいたはお待ちしています。

目的 総合・・・観光促進、農産物ブランド化、UIJターン促進など
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［事例2］徳島県

シンボルマーク

スローガン

ステートメント

目的 総合・・・企業誘致、移住者増加、
農産物販売促進など
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［事例2］徳島県



page.15

All Rights Reserved. Copyright © 株式会社 大広 2016

［事例3］福井県大野市

シンボルマーク
スローガン

キャッチコピー 「
お
お
の
」
を
語
ろ
う

あ
っ
た
か
い

お
お
の

美
味
し
い

お
お
の

優
し
い

お
お
の

き
れ
い
な

お
お
の

の
ん
び
り
し
た

お
お
の

安
心
す
る
の
お
ぉ

お
お
の

懐
か
し
い
の
お
ぉ

お
お
の

楽
し
い
の
お
ぉ

お
お
の

も
っ
と
も
っ
と

「
お
お
の
」
を

語
ろ
う
。

ステートメント

目的 総合・・・UIJターン促進、農産物販売促進、観光促進など
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［事例3］福井県大野市
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［事例3］福井県大野市
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［事例4］新潟県長岡市

シンボルマーク
スローガン

キャッチコピー

ステートメント

目的 総合・・・観光促進、UIJターン促進など
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6.シンボルマーク決定プロセス
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2つの決定方法

ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）・シンボルマークの候補案3案を専門部会で選出。
その3案を市民WEB投票で最終決定案1

ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）を専門部会で決定。
それに基づくシンボルマークを全国から公募し、2017年1月：成人式の後、同会場にて市民投票（案）
のタイミングで 市民投票を行い、シンボルマークを決定

案2

• 8/31～9/12 ブランドコンセプトとして表現したいこと（どのようなまちだと思われたいのか）のキーワード案決定
• 9/16 ブランドコンセプトとして表現したいことのキーワード確定を第2回地域ブランド戦略会議で確定
• 9/下旬～10/中旬 市民WEB投票にかける「ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）＋シンボルマーク」3案をブランド専門部会で決定
• 10/中旬以降 第3回地域ブランド戦略会議での報告
• 11/27 まちづくりデザイン市民公開プレゼン時に、こちらも市民投票
• 12/頭 市長が「ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）＋シンボルマーク」を発表

• 8/31～9/12 ブランドコンセプトとして表現したいこと（どのようなまちだと思われたいのか）のキーワード確定
• 9/16 ブランドコンセプトとして表現したいことのキーワード確定を第2回地域ブランド戦略会議で確定
• 9/下旬～10/中旬 市民WEB投票にかける「ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）＋シンボルマーク」3案をブランド専門部会で決定
• 10/中旬以降 第3回地域ブランド戦略会議での報告
• 10/中旬～下旬 市長が「ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）」を発表。同時に、シンボルマークの公募を発表
• 11/1～30 シンボルマークデザイン公募
• 12/上旬 ブランド専門部会で市民投票にかける候補案を決定
• 12/中旬～下旬 商標（意匠）チェック ※簡易調査
• 1/9（成人式） 成人式の後、同会場にて市民投票（案）
• 1/中旬～下旬 シンボルマーク発表
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（参考）商標登録について

約2ヶ月後

約4～6ヶ月後

約2ヶ月後

出願中であることが公開される

登録できることがわかる

■商標出願から登録までの流れのステップ
z東京オリンピックエンブレム問題以降、ブランドスローガンや
シンボルマークについても、しっかり商標登録をするケースが
増えています。ブランドスローガンについては「文字商標」、
シンボルマークについては「図形商標」の登録となります。
z商標出願から登録までのステップを左記に示しております
が、世間への発表として安全なタイミングは、早くても出願
中であることが公開される「公開広報」後となります。
z今回の場合はさらに早いタイミングが求められておりますが、
となれば、出願前の事前調査結果によって、発表すること
になります。
z調査を依頼する弁理士との相談になりますが、下記のよう
なものを選んでいくべきです。
① 文字商標：できるだけ類似商標がないもの
② 図形商標：「北陸あわら」などの文字とセットにしたシ
ンボルマークや文字商標をデザイン化したもの

zまた、シンボルマークを公募する場合は、市民投票にかけ
るもの全てについて、商標チェックを済ましておくべきです。
公募時に、上記②のような工夫をすることも考えられます。
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7.次回9/6専門部会および今後のスケジュール
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第4回ブランド専門部会までの宿題

本日のグループディスカッションおよび総括ディスカッションで、あわらの「誇りや宝」・あわら市民の思う「幸せを実感できるまち」
をもとに、あわら市はどのように思われたいのかを検討しました。本日のディスカッションを踏まえ、
あわらの価値、あわら市・あわら市民が大切にしていることをお考えください。
その際、現状既にあるものと今後こうなったらいいと思うものもあわせてお考えください。

2.

※キーワードマッピングでお書きください
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■8/5 第2回ブランド専門部会
① 宿題とした［素朴さ］［人情］［優しさ］［温かさ］について、あわららしさ・誇れる点・自慢できる点」をもとに、ブランドコンセプ
トとして表現したいこと（どのようなまちだと思われたいのか）のキーワードの検討

② WEBサイトで紹介していくべき「モノ・ヒト・コト・バショ」のピックアップ、紹介の仕方の検討、優先順位付け（⇒取材スタートへ）
③ 専門部会員だけでなく、より多くの市民の投票でシンボルマークを決定するための手法の検討

今後の予定

案1）ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）・シンボルマークの候補案3案を専門部会で選出。その3案を市民WEB投票で最終決定
案2）ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）を専門部会で決定。それに基づくシンボルマークを全国から公募し、11月のまちづくりデザイン
市民公開コンペのタイミングで市民投票を行い、シンボルマークを決定

■あわらの未来づくりアンケート
• 7/15 配布開始
• 8/19 投函締切
• 8月末 集計アップ

■8/31 第3回ブランド専門部会
① 宿題とした、ピックアップされた抽象的なキーワードは本当にあわららしさを表せているのか、他のまちと比べて、あわらのよいところ、
を共有し、いろいろな方の意見・価値観を認識

② 上記アンケートで抽出された「市外の人に伝えたい 誇りや宝」「将来のあわら市像」をもとに、ブランドコンセプトとして表現したいこ
と（どのようなまちだと思われたいのか）のキーワード確定
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今後の予定

■9/6 第4回ブランド専門部会
8/31の第3回専門部会でのディスカッション内容をもとに、再度検討

■9/16 10:00～ 第2回地域ブランド戦略会議
• 確定したブランドコンセプト・キーワードについて、その検討プロセスも含めて、専門部会（長）様より報告

■9月末 第5回ブランド専門部会
確定されたブランドコンセプト・キーワードをもとに、
• ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）
• シンボルマーク
など、ブランディング・エレメントを候補案の中から決定します。

（■10月中旬 第6回ブランド専門部会）
• 第5回でブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）・シンボルマークを決定できなかった場合、新たな候補案の中から決定
• 9/26（予定）の第2回地域ブランド戦略会議へ、専門部会（長）様より報告

■10月中旬以降 第3回地域ブランド戦略会議
• 確定したブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）・シンボルマークについて、その検討プロセスも含めて、専門部会（長）様より報告

■11/27or1/9 市民投票
• 案1） ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）＋シンボルマークの候補案3案を専門部会で選出。その3案を市民WEB投票で最終決定

⇒11/27
• 案2）ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）を専門部会で決定。それに基づくシンボルマークを全国から公募し、その公募案の中から専門部
会が選んだ候補案を市民投票 ⇒1/9（成人式の後、同会場で）

■12月～1月 市長記者会見
• あわら市地域ブランドとして、ブランドメッセージ（スローガン、説明コピー）、シンボルマークなどを発表



ブランド関連の用語説明 
 
ブランドコンセプト 
・ 「どう思われたいのか」「何を約束するのか」など、ブランドの価値を規定するもの。 
 
ブランドメッセージ 
・ そのブランドの価値（＝ブランドコンセプト）を伝達するためのメッセージ。 
・ ブランドスローガンとブランドステートメントがその核となる。そのメッセージを伝える手段としては、ビジュ
アルやムービーだけにとどまらず、イベント・サービス・製品開発など、生活者とのあらゆる接点が考えら
れる。 

 
ブランドスローガン 
・ ブランドコンセプトを凝縮したワード。（キャッチコピー） 
 
ブランドステートメント 
・ ブランドコンセプトをしっかり説明した説明文章。（ボディコピー） 
・ ブランドスローガンだけでは伝わらない部分を補足する。 
・ ブランドスローガン＋ブランドステートメントが、言葉としてのメッセージの核となる。 


